周産期（産褥）心筋症の発症に関する登録研究についてのプロトコール
登録後、採血のポイントは、診断後、1～2週間、3ヶ月、6ヶ月、1年となります。
各時期に研究用採血をルーチン採血（下記項目）と一緒に施行してください。
研究用検体を郵送いただく際に、ルーチン採血の結果・心エコー・心電図結果を同封してください。
（データがなければ不要です）
☆ルーチン採血項目
PRL(任意)、BNP、カリウム、ナトリウム、クレアチニン、BUN、クレアチニンキナーゼ、トロポニン―T、
血糖、肝トランスアミラーゼ（GOT,GPT）、γGTP、CRP、血球検査（白血球、赤血球、血小板数）
	病院

	【PPCMと診断後】




　　　　　　（連絡受信後すぐ）メールで返送
	周産期心筋症
全国調査事務局
1 録用Webサイト
（終日OK）
http://www.周産期心筋症.com
※同意書などはこちらのサイトでもダウンロート可能
②電話・メール
（平日8:30～17:30）
国立循環器病研究センター
周産期・婦人科
池田　智明
神谷　千津子・大田　千景
Tel：06-6833-5012
　（内線8681）
ppcm@ml.ncvc.go.jp

	
	【数日後】

郵送
	

	
	【1～2週間後】　

検体（着払）
　　　　　　・診断後の検体、データシート
・1～2週間の検体、データシート
まとめて送って下さい
	

	
	【3か月後・半年後・1年後】
データシート・スピッツ
　　　

検体・データシート（着払）
	


「①登録用Webサイト」または「②電話・メール」で登録





説明と同意書、データシート、


検体のとり方、プロラクチン療法文献など











紙ベースのデータシート、着払伝票


2週後の検体スピッツ、資料など








